



































1. ~E':アム ON 
2 本体の電波、 ON 
ブロッピーディスク(通信用システムディスク)をいれる。
表 刀三 内
fi. ファイ}vの番号は? (?: 
6昭受信するブアイル名(例.B: TEST 




















だけは知っていた」と答えており P 前回同様殆どの学生がこ てであった。
にパソコン通信についての説明 その後に，
日
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できていないJ， iあまり っていない 1，そ
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}仁1 しい J25%， ;-どちらともいえないJ73% 今凶は「ノfソコン しいJ83%で，
デイタ， ワープロより LいJと感じたことがわかる。









女子短大生におけるパソコン通信インターフェイスの課題 倉元博美、 29 
が約40%いることは見逃ぜない。これはやはり高校時までにコンピュ』タ
ろう。またヲ今回はワープロの操作も通信の操作も「易しい」と ス
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